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国保中央病院における作業療法について
～患者さんのQOLの維持、向上のために～

国保中央病院より
作業療法士　中川 有紀　

●作業療法とは
　病気や怪我、もしくは生まれながらに障害を持つ人々
が、自分らしい生活を送り、家庭や社会に復帰できるよ
うに、作業活動を通して行われる治療のことです。作業
活動とは、着替える、排泄する、食べるなどのセルフケア、
学校や仕事に行く、遊びや旅行に行くなど、人の日常生
活に関わる全ての諸活動のことを言います。
　作業活動は、人々の生活に深く関わり、単に行動する
だけでなく、個人にとっての満足感や心地よさを得ること
で、健康や幸福を促進するための重要な要素となります。

●QOL（quality of life）とは
　ひとりひとりが、どれだけ人間らしい生活や自分らし
い生活を送り、人生に幸福を見出しているか、というこ
とを尺度としてとらえる概念のことです。
　日本語では「生活の質」や「人生の質」と訳されます。
個人が、自身の生活に対して、どれだけ充実感や満足
感を持っているかという認識を指します。単に物理的な
豊かさや健康だけでなく、心の安定、人間関係、仕事
や学びの充実度、日常の小さな幸せなど、多岐にわたる
要素に影響されます。

●作業療法とQOL
　突然の病気や怪我などにより、食事、排泄、入浴、着替え、

歩行などの基本的な日常生活動作が行えなくなることで、
買い物をする、料理をする、遊ぶ、仕事をする、畑に行く
などの応用的な動作も行えなくなってしまいます。当たり
前に行えていたことができなくなることで、QOLが下がり、
その人らしい生活ができなくなってしまいます。
　十人十色といわれるように、同じ人は一人もいません。
元の生活に戻るために、どんなことができるようになり
たいか、できる必要があるかは一人ひとり違います。そ
の人がその人らしく生活ができることを目指して、作業
療法士がリハビリテーションのプログラムを作成し、一人
ひとりに寄り添って治療を行っていきます。

●国保中央病院での取り組み
　院では、入院当初より、入院前の生活状況や自宅の
環境、今後の生活をどのように過ごしていきたいかを確
認し退院目標を患者さんと共有します。そして、その目
標に向けて、基本的な日常生活動作を獲得できるように
リハビリを行い、回復の状況をみながら、応用動作のリ
ハビリも取り入れながら、それぞれの生活に合わせた環
境調整、必要であれば福祉用具や自助具の導入、介護
者への指導、他施設との連携などを行っております。
　今後も、地域医療機関·介護保険施設·自治体との連
携を密にし、患者さんのＱＯＬを高められる医療を提供
し続けていきます。
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